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鎮守の杜を大切にしましょう 
１日15日は神社にお参

りしましょう。祝祭日

は国旗を掲げましう。 
発行元 鹿島神社 

加美町字赤塚８番の 14 

電話 ６３‐６００９ 

令和元年 10 月 20 日天皇陛下御即位奉祝神輿御巡幸 

 

昨
年
の
五
月
一
日
、
新
天
皇
陛
下
が
御
即

位
あ
そ
ば
さ
れ
、
令
和
の
御
代
と
成
り
、
早

く
も
令
和
二
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は

中
国
か
ら
の
流
行
の
疫
病
の
災
害
で
始
ま
っ

た
感
じ
が
在
り
ま
す
。
新
型
な
の
で
薬
が
無

く
、
世
界
中
に
流
行
し
て
お
り
ま
す
。
神
社

と
し
ま
し
て
は
一
日
も
早
く
薬
が
開
発
さ
れ

鎮
静
す
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

顧
み
ま
す
れ
ば
雪
の
少
な
い
、
積
も
ら
な

い
、
除
雪
を
し
な
く
て
よ
い
、
楽
な
正
月
を

過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
夏
の
天
気
は

ど
う
な
る
の
か
と
心
配
し
て
お
り
ま
す
。 

新
天
皇
陛
下
御
即
位
を
お
祝
い
し
、
五
年

ぶ
り
に
神
輿
御
巡
幸
を
行
い
ま
し
た
。 

平
成
二
十
六
年
の
随
神
門
竣
工
祭
の
時
は
町

の
中
心
部
を
１
５
０
ｍ
ぐ
ら
い
担
ぎ
ま
し
た

が
、
今
回
は
神
輿
を
台
車
に
乗
せ
て
周
ら
し

て
頂
き
ま
し
た
の
で
、
距
離
を
長
く
し
、 

七
十
七
銀
行
か
ら
城
内
を
周
り
並
柳
ま
で
、

火
伏
の
虎
舞
の
屋
台
の
よ
う
に
、
町
の
メ
イ

ン
通
り
を
御
巡
幸
い
た
し
ま
し
た
。 

  

杉
の
苗
を

植
樹 

 

天
皇
陛
下
御
即
位
を
記
念
し
、
六

月
二
十
二
日
、
神
社
の
東
と
西
の
木

の
薄
い
所
に
杉
の
苗
を
合
計
五
〇

本
植
樹
し
ま
し
た
。
成
長
が
分
か
る

ま
で
五
年
は
か
か
る
で
し
ょ
う
か
。 

    

 



随神門  
平成 平成平成はエポカ 
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社務報告 平成３１年４月～令和２年３月 
４月 卯月（うづき） 
２日 ３０年度会計監査会役員会 社務所 

８日 春季総代会        社務所 

５月 皐月（さつき） 
１０日 春季例大祭 天皇陛下御即位奉祝祭 

２５日 神殿のスピーカー取り換え、奉納 

６月 水無月（みなづき） 
４日 宮城県神社総代神職大会電力ホール 

１８日 敬神婦人会 監査会 三役会 

２２日 神社植樹（杉の苗）５０本 

２４日 宮城県敬神婦人連合会役員会神社庁 

２５日 加美郡神社総代連合会総会よつば館 

７月 文月（ふづき） 
１２日 敬神婦人会役員会  中新田公民館 

１８日 宮城県敬神婦人連合会総会護國神社 

２５日 国民精神昂揚研修会  エポカ２１ 

８月 葉月（はづき） 
１０日 敬神婦人会夏祭り献膳講 

９月 長月（ながつき） 
９日 役員会          社務所 

１８日 秋季総代会        社務所 

１０月 神無月（かんなづき） 
１０日 秋季例大祭 

１３日 台風１９号 神社倒木４本 

２０日 天皇陛下御即位奉祝神輿御巡幸 

２３日 県北神職連絡協議会総会  奥松島 

３０日 加美郡支部大麻頒布始祭 鹿島神社 

１０月～１１月 七五三参り 明神祭り 

１１月 霜月（しもつき） 
上旬 えびす講神 頒布 

１６日 旧えびす講（旧暦１０月２０日） 

２３日 新穀感謝祭 

１２月 師走（しわす） 
中旬 お正月様頒布 

１月 睦月（むつき） 
１日 歳旦祭 元朝参り 新年祈祷 

１４日 どんと祭 

２月 如月（きさらぎ） 
１１日 第 54 回奉祝建国記念の日 紀元祭 

２８日 第 22 回加美郡神社総代長役員研修会 

３月 弥生（やよい） 
３１日 元年度会計監査 役員会 社務所 

 
 

台風１９号の被害 

  

  

昨
年
十
月
十
二
日
夜
～
十
三
日
の
早
朝

に
東
北
地
方
を
通
過
し
た
台
風
１
９
号
に

よ
り
多
大
な
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。 

宮
城
県
で
も
至
る
所
で
川
が
氾
濫
し
、
床
上

浸
水
に
よ
り
住
め
な
く
な
り
、
や
む
な
く
ア

パ
ー
ト
を
借
り
て
生
活
を
し
て
い
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
中
新
田
地
区
に
於
い

て
も
床
上
浸
水
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
河
川

公
園
に
水
が
上
が
り
農
作
物
に
多
大
な
被

害
が
起
こ
り
、
中
新
田
高
校
の
グ
ラ
ン
ド
に

は
ゴ
ミ
や
土
砂
が
溜
ま
り
、
掃
除
が
大
変
だ

っ
た
様
子
で
す
。 

鹿
島
神
社
に
於
い
て
も
杉
林
に
水
が
溜

ま
り
、
地
盤
が
緩
み
、
杉
の
木
４
本
が
根
っ

こ
返
り
し
、
上
の
写
真
の
よ
う
に
１
本
が
神

鐘
堂
の
屋
根
に
倒
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
屋
根

の
壊
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

   

神
の
聖
域
と
人
間
の
俗
社
会
と
の
「
境
」
を
示
す
木
、

つ
ま
り
、
境
木
（
さ
か
い
き
）
が
転
じ
た
と
い
う
説
や
、

栄
え
る
木
と
い
う
意
味
で
栄
木
（
さ
か
き
）
、
神
聖
な
木

を
意
味
す
る
賢
木
（
さ
か
き
）
が
転
じ
た
と
い
う
説
が
あ

り
ま
す
。 

榊
は
神
様
の
木
。
家
庭
の
神
棚
に
お
供
え
さ
れ
る
他
、

神
社
の
玉
串
で
使
わ
れ
る
、
日
本
人
に
と
っ
て
も
神
聖 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
植
物
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
神
様
の
お
鎮
ま
り
に
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
鎮
守
の
杜
。
家
の
中
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
社
と
も
い
え
る
神
棚
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
供
え
す
る
榊
は
さ
し
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

め
そ
の
縮
図
と
言
え
ま
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ょ
う
。 

【
榊
】
さ
か
き
（
玉
串
） 

 

 


